
実績情報

手数料 1 1 0 受講料振込み手数料

工事請負費 6,601 0 0

7,229

単位あたりコスト（ｆ/ｇ）

単位あたり区単コスト（a/ｇ）

実績数値（g）

単位の定義

項目 平成30年度 令和元年度 令和２年度
コ
ス
ト
増
減
の

主
な
理
由

R2は新型コロナウイルスの感染拡大により、花
壇コンクールや日比谷ガーデニングショーが中
止になり印刷製本費・自動車借上料等の関連経
費が減となっている。

2,930

花壇コンクール審査会バス借上げ等

日比谷ガーデニングショー出展料

花苗運搬用キャスター購入費

講習会受講費用負担分

江戸川堤防シバザクラ植栽工事

花いっぱいレポーター謝礼、講習会講師謝礼

地域緑花及びﾌﾗﾜｰﾒﾘｰｺﾞｰﾗﾝﾄﾞ用花苗等

リーフレット・コンクールポスター印刷代

花壇コンクール審査員昼食代

花壇団体連絡用通信運搬費

江戸川堤防植栽管理委託・ﾌﾗﾜｰﾒﾘｰｺｰﾗﾝﾄﾞ設置委託等

3,658

65,849

コストの主な内訳

花の都プロジェクト事業補助金（都）　※R1で補助金終了

30,030

3.85人

0.00人

3,658

2,600 2,340

0

0

0

0

30,030

2,340

20,540 20,540

2.60人 2.60人

17,871 12,764

55 176

20,540 20,540

24,505

520 446

13 13

81 101

令和２年度

0

62,191

32,161

280

緑と花のまちづくりの推進事業にかかる
植栽面積合計（㎡）

71,071 61,787

0 165

57 26

2,956

21,130.03円 18,744.59円

24,362

216

0

74

0.00人 0.00人

24,256.31円 20,902.23円

2,973

20,918.60円

22,149.01円

2,600

実績

目標

実績 1,304 1,406 1,326

1,500 1,500 1,500

2,000

実績 58 59 61

1,500

実績 1,286 1,742 2,130

2,000

活動団体への補助 花苗等支援団体数 件
目標 55

令和元年度 令和２年度

目
標

令和３年度

単
位
あ
た
り
コ
ス
ト

63 75
64

2,000 2,000

区分 平成30年度

花と緑のはがきコンクー
ル

応募人数 人
目標

緑花生活の推進のための
緑化材料配布

緑化材料配布数 個
目標

活動指標

トータルコスト（f=b+c+d+e）

退職給与引当

（控）コスト対象外

金利

調整額（e）

目標・
実績

指標 指標の根拠 単位

実績の
評価・
分析

　花いっぱいのまちづくりプロジェクトに係る事業については、平成30年度まで急増してきたが、令和元年度から活動団体数及び活動
面積の伸びが横ばいになっている。新型コロナウイルスの感染拡大により、活動を休止した団体や花壇活動も制限を受けていることも
一つの要因として挙げることができる。令和元年から令和２年で新規で２団体が増えた。
　花いっぱいのまちづくり推進協議会との協働は、フラワーメリーゴーランドを考案し、亀有駅駅前等に設置することで街の新たな修景
手法として展開しており、現在区内の駅前や区施設などに５１基が設置されている。また、東京2020大会において「花いっぱいでおもて
なし」を合言葉に機運醸成を図り、花いっぱいのまちづくり活動を盛り上げている。

旧再雇用職員

減価償却費

人件費

人
件
費
等

職員人件費（c）

間接費（d）

事
業
費

3,030

備品費

2,973

目標

実績

2,638

実績 2,930 2,956

1,626 2,935 250
目標・
実績

指標 指標の根拠 単位 区分 平成30年度

緑と花のまちづくりの推進
事業にかかる植栽面積合計

活動実績報告書による緑と
花のまちづくり推進事業対
象地面積の合計（累計）

令和元年度 令和２年度

目
標

成果指標
委託料

自動車借上料令和３年度

使用料・賃借料
㎡

目標

食糧費

通信運搬

消耗品費

印刷製本費

報償費

22,065

38,907

417

一般財源（a） 61,911

460

直接事業費（b）

特
定
財
源

国庫支出金

負担金

250

4,038

その他

評価の
視点

担当課

区民の自主的な活動により区内に緑と花を一層広めるとともに緑化意識の高揚を図る。

実施内容

55,409

47,931

項目 平成30年度 令和元年度

収
入

基本情報

「改善」に
向けた所管
課の見解

事業の目的

令和３年度　葛飾区行政評価委員会評価表 今後の方向性

事業名 緑と花のまちづくり事業
担当部 環境部

環境課

施策
番号

施策 1302 豊かな自然を守り育てます

地域で緑と花を育てる活動団体に対する花の苗や種などの緑化材料の補助や、身近な地域の緑花
を推進する事業を行うことにより、街並みの景観及び美観を向上させる。

1. 緑と花のまちづくりを推進する団体に対する支援を行い、区民の自主的な活動により区内に緑と花
を一層広める。
2.区民と区の協働による花いっぱいのまちづくりを推進するため、区、活動団体、事業者等で構成する
「かつしか花いっぱいのまちづくり推進協議会」を設置し、運営を行う。
3.花いっぱいのまちづくりホームページの開設、運営を行う。
4.緑花生活を推進するため、各種事業を実施する。
 ・指導者向け花壇管理講習会の開催
 ・イベント等での花苗などの緑化材料の配布
5.花と緑のはがきコンクールや花壇コンクールを実施する。

コスト内訳（決算）（千円）

　重要プロジェクトの一つとして「花いっぱいのまちづくり」を全庁的に推進し、区民との協働で進めてきました。この花いっぱいの
まちづくり活動の拡大及び活性化を図ることを目的として、平成２６年９月に花いっぱいのまちづくり推進協議会を発足しました。
平成２６年１月時点のボランティアによる花壇は、９５団体・９８花壇でしたが、各課の支援制度を受けながら、令和３年１月現在
では１３０団体・１５０花壇にまで広がりを見せています。
　また花いっぱいのまちづくり推進協議会が考案したフラワーメリーゴーランドは、区内外から評価を受け、世田谷区・新宿区・調
布市等の区外にも設置が進み、東京2020大会期間中にオリンピックプロムナードが設定される臨海副都心のシンボルプロム
ナード公園にも設置される予定。さらに同時期に東京スカイツリータウンで開催予定のソサエティ5.0科学博（内閣府主催）にも出
展予定となっている。

　緑と花のまちづくりの推進事業におけるボランティア団体による花壇数は、ある程度の実績を上げることができた。今後は花
いっぱいのまちづくり活動を更に推進するために、その担い手を団体から個人や家庭単位まで広げていく必要があると考えてい
ます。
　そのために道路に面する公開性の高い場所を管理する「個人や「家庭」を対象に、「（仮称）まちかどマイガーデン」を募集し、よ
り身近に花を感じられる空間の創出を図っていきたい（実施要綱等未定・令和４年試行・令和５年実施予定）

都道府県支出金 6,560

別紙１


















